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この度は、第1回蒲郡地域活性化プランコンテストの開催にご協
力いただきまして、本当にありがとうございました。
おかげさまで、新聞にも取り上げていただき、
最終日には120名を超える市民の皆様に来場いただくなど、
多くの方の関心をいただくことができました。
私どもとしては、これで終わりだとは思っておりません。
これからが重要だと思っております。
蒲郡の一層の活性化のため、できることをやっていきたいと考え
ておりますので、今後とも蒲郡地域活性化プランコンテスト実行
委員会をよろしくお願いいたします。
この度は、本当にありがとうございました。

本プランコンテストの実施に当たり、報告書に載せきれなかった多くの方に
もご協力・ご支援いただいております。この場を借りてお礼申し上げます。

蒲郡地域活性化プランコンテスト実行委員会

ご挨拶



開催概要

＜第1回蒲郡地域活性化プランコンテスト＞
蒲郡市外出身の学生20名と、蒲郡市出身の学生7名の計
27名が7チームに分かれ、2泊3日の合宿形式で蒲郡の地
域活性化プランについて考えました。

テーマは「名鉄蒲郡線を活性化するプラン」。
鉄道そのものを活性化するプランでもよいし、沿線の活性
化を通じて鉄道を活性化するプランでもよい。

日時：2017年9月16･17･18日（土･日･月）
場所：1日目～3日目午前 形原温泉山田館

最終発表会 蒲郡信用金庫本店ホール
主催：蒲郡地域活性化プランコンテスト実行委員会



慶應義塾大学文学部 ４年 望月 祐之介 (富山県）

京都大学経済学部 ３年 畠中 伸一郎 (大阪府)

東京大学文科二類 ２年 岸 凛太郎 (東京都)

同志社女子大学学芸学部 ３年 山本 佳実（蒲郡観光交流おもてなしコンシェルジュ）

名古屋外国語大学現代国際学部４年 間嶋 健太 (三重県)

東京大学工学部 ３年 飯田 晃弘 (愛知県)

京都大学総合人間学部 １年 櫻井 亮太朗 (愛知県)

中京大学スポーツ科学部 ２年 市川 周汰（形原中）

早稲田大学社会科学部 ３年 北薗 航平 (神奈川県)

東京大学文科一類 ２年 立山 ひかる (宮崎県)

早稲田大学理工学部 １年 神田 悠太朗 (愛知県)

静岡大学人文学部 ３年 太田 章博（蒲郡中）

東京大学工学部 ４年 荒木 雅弘 (香川県)

日本大学文理学部 ３年 宮内 大河 (東京都)

東京大学文科二類 １年 森崎 雅哉 (佐賀県)

法政大学経済学部 ３年 岩瀬 英資（形原中）

京都大学経済学部 ３年 佐藤 慧 (新潟県)

東京大学文科一類 ２年 飯田 泰史 (東京都)

東京大学理科二類 １年 馬渕 陽 (滋賀県)

静岡大学工学部 ３年 新林 智文（西浦中）

大阪大学大学院薬学系 修１ 五十嵐 久人 (兵庫県)

筑波大学情報学類 ３年 下村 亮太 (滋賀県)

一橋大学社会学部 １年 大保 達史 (和歌山県)

慶應義塾大学経済学部 ２年 杉田 壮一朗（蒲郡中）

東京大学文学部 ３年 井上 哲 (山梨県)

東京大学文科三類 ２年 荻田 有輝 (東京都)

名古屋大学経済学部 ３年 市川 真也（形原中）

東京大学工学部 ３年 佐々木 克仁 (埼玉県) 欠席

参加者一覧

マック

がまぴかり

GG

しおから

ムッシュ

ああ無情

がけっぷち、トゥー

発表順に上から、左端はチーム名とそのメンバー、右端は出身地、太字学生は地元学生



３日間の様子

･9月16日(土)

13時 参加者蒲郡駅集合

14時頃～ オリエンテーション1部
自己紹介
チーム名決め

15時頃～ オリエンテーション2部
プランニング講義
蒲郡の観光
（観光協会 鹿野さん）

名鉄蒲郡線の現状
（竹内交通防犯課長
天野形原1区総代）

17時45分頃～ 夕食

参加者の様子

天野総代のお話



３日間の様子

･9月16日(土)
18時半～ ヒアリング会

出席者の皆様 （計17名）
・壁谷総務部長（市）
・竹内交通防犯課長
・池田観光商工課長
・柴田協働まちづくり課長
・小田さま（蒲郡信用金庫）
・青木さま（蒲郡商工会議所）
・天野さま（形原地区総代）
・牧野さま（鹿島地区総代）
・早川さま（形原長寿会会長）
・水野さま（西浦住民）
・中村さま（幡豆住民）
・伊藤さま（蒲郡青年会議所）
・安藤さま（銀波荘）
・上野さま（ホテルたつき）
・稲吉さま（ホテル吉慶）
・近藤さま（蒲郡海鮮市場）
・中澤さま（あじさいの里）

21時～ プランニング



３日間の様子

･9月17日(日)

8時～ 朝食

10時～ バスツアー
（雨天のため自転車自由散策は中止）

西浦温泉、名鉄乗車、ガン封じ寺、形原駅
13時～ 昼食
14時～ プランニング
17時～ プレゼンレクチャー
18時～ 中間報告会
（19時半より夕食を挟んで）

以降プランニング

･9月18日(月)

8時～ 朝食

11時半 プラン締め切り

バスツアー

プランニングの様子

中間報告会の様子



最終発表会

９月１８日(月) １４時～
蒲郡信用金庫本店1階 コミュニティホール

7チームが持ち時間8分で1チームずつ発表、
審査員5名による審査と、来場した市民の投票による
評価を行いました。

※審査員
鈴木康仁さま （蒲郡商工会議所副会頭）
岩瀬豊秀さま （蒲郡信用金庫専務理事）
水藤良 さま （蒲郡青年会議所理事長）
安藤寿子さま （西浦観光協会会長）
天野忠則さま （形原一区町内会総代）

※来場市民数 約120名（参加者・関係者除く）



発表会場 最優秀賞チーム発表の様子

優秀賞 質疑応答 全体集合写真



提案プランとその概要

･最優秀賞プラン

「じじインターン×コミュニティ」 チームムッシュ

名鉄蒲郡線沿線の駅に趣味が同じ高齢者の集まるコミュ
ニティを作る。
具体的には、「西浦駅」に、高齢者のための居酒屋を作
り、そこで趣味に応じた企画を行い、高齢者が地域を超
えて繋がれるような「コミュニティ」を名鉄蒲郡線沿線
に蒲郡市民と作り上げ、鉄道利用を促す。
＜ポイント＞
・「居酒屋」で電車を利用する
・地域ごとではなく、「趣味」で繋がるコミュニティ
・増え続ける高齢者の社会参加を促す企画



･優秀賞プラン

「ぶらりのんびり赤い電車女子旅」 チームGG

名鉄蒲郡線で、女子旅を売り出す。
葉山女子旅きっぷをモデルに、温泉・スイーツ・体験を
まとめた女子旅プランを提供し、インスタグラムなどで
蒲郡の魅力を拡散してもらおうという企画。

＜ポイント＞
・ターゲットは名古屋・浜松を中心とする東海地域の女
性
・インスタグラムや、雑誌といったメディアを活用して、
蒲郡を発信していく



･市民賞プラン

「時速60キロ神輿」 チームがけっぷち、トゥー

名鉄蒲郡線に神輿を接続して走らせる。
その地区ごとに神輿を作り、祭りを通じて蒲郡線と地域
とのつながりを作り出し、蒲郡線沿線の住民であるとい
うことに住民がアイデンティティを持てるようにする。
バスではなく、鉄道にしかない、「物理的な存在」とい
う価値を生かす。

＜ポイント＞
・利用客増より地元との結びつきを作り出す
・建築家の協力で神輿づくり
・鉄道を街のアイデンティティにする



･その他提案プラン

・「ストレス発散の街蒲郡」 チームマック
ストレスを発散するのに適した街としての提案
ストレス過多な人を対象に、西浦でのストレス発散。
・「とれいん保育」 チームがまぴかり
電車の中で、保育時間終了後に保育を行う提案
沿線での子育て環境を整えることで利用者を増やす。
・「電車宴会」 チームしおから
企業などの団体の飲み会を電車で行おうという提案
貸し切りにして、利用を地域貢献の指標にもする。
・「蒲郡温泉ライン構想」 チームああ無情
沿線の温泉、風景を生かし温泉列車を運行する提案
鉄道を地域の観光・農林水産業の中心にする。



実行委員会について

蒲郡地域活性化プランコンテスト実行委員会

メールアドレス：gamagori.kasseika@gmail.com
プランコンテストHP：http://gamagakucontest.com/
Facebookアカウント：「蒲郡地域活性化プランコンテスト実行委員会」
Twitterアカウント：@gamagori___(アンダーバー3つ)

全員、蒲郡市立三谷中学校の同級生の学生で構成されています。

･メンバー（9名)
委員長 藤田啓介 東京大学3年
副委員長 広浜一駿 名城大学3年
会計 竹内涼 豊橋技術科学大学3年
監事 松井美緒 お茶の水女子大学3年
委員 小田祐也 静岡大学3年

加納梨花 名古屋外国語大学3年
神谷亮平 名城大学3年
鈴木麻央 ソフィア看護専門学校
向所恵 名古屋ユマテク歯科製菓専門学校

mailto:gamagori.kasseika@gmail.com


収支概要

・収入
協賛金

￥550,000
地元学生参加費( 7名）

￥92,820

計￥647,820

・支出
宿泊食事代 ￥419,386
講師交通費 ￥124,860
副賞費 ￥9,600
差し入れ代 ￥8,873
備品代
・Wi－Fi ￥11,830
・ペン・紙 ￥6,219
・スクリーン ￥13,141
・名札 ￥1,296

計￥596,205

差額￥51,615
使途予定
・副賞購入

（箱入り娘）
・DVDディスク購入代
・実行支援



メディア
開催後 中日新聞(9月20日付）、

東愛知新聞(9月19日付)、
蒲郡新聞

開催前 中日新聞(9月14日付)
東日新聞(9月16日付）
蒲郡新聞



関係者一覧

･メンターの皆様
参加学生のプランニングのサポートをしていただき
ました。2日目の中間報告会では徹底的なフィード
バックをしていただきました。

稲着達也
金沢慎太郎 （株式会社ワークスアプリケーションズ)
喜多下悠貴 （三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社）
五島淳 （株式会社電通）
住吉昂太 （静岡鉄道株式会社）
富永達也 （財務省 大阪府庁に出向中）
新實良太 （日本政策投資銀行）
西井大翔 （総務省）

竹部美樹 （NPO法人エルコミュニティ）

所属は2017年9月16日現在



･関連団体一覧

＜主催＞
蒲郡地域活性化プランコンテスト実行委員会

＜後援＞
蒲郡市、蒲郡商工会議所、(一社)蒲郡青年会議所、
蒲郡市観光協会、形原観光協会、西浦観光協会、
中日新聞社、東愛知新聞、
東京大学×博報堂ブランドデザインスタジオ

＜協賛＞





＜その他協力＞

＜会場協賛＞

＜自転車協賛＞

＜物品協賛＞

＜協力＞

篠原ちあき(ポスター・ロゴ制作）、井上皓介(京大360°）


